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研究成果の概要（和文）：日本のホームレス支援の最前線が、野宿現場での脱野宿支援から、脱

野宿した後に中間施設や地域においていかに再野宿せずに生活継続を果たしてゆくかという段

階に伸張した。本研究チームは、そうした脱ホームレス支援における現場の実態調査と、ホー

ムレス支援のスキルの向上をはかる日本での唯一の貢献を果たしてきた。その成果は専門雑誌

の発刊や NPO の創設につながり、海外への発信も含め、日本のホームレス支援に対してアカ

デミズムから多大な貢献をなしている。 
 
研究成果の概要（英文）：The work of our research team has followed developments on the 
frontlines of aid activities for the Japanese homeless population such as the recent 
expansion of aid work to cover those who are in transitional housing and even those who 
have found standard housing arrangements. Of course, aid activity for rough sleepers 
themselves is still of utmost importance. This research team contributes much to these 
efforts through a series of comprehensive surveys of homeless aid activities. As such these 
surveys offer a valuable service to aid providers by providing them with reliable 
information that can be used to improve the provision of aid and empower the network of 
NPOs in this arena. One of the many tangible results that has grown out of the work of our 
team  has been the establishment of the National Homeless Assistance Network in Japan 
and the successful launch of a new academic journal, "Homeless and Society". The team 
has also presented its findings in English language papers. Through its multinational 
research and advocacy, the team has made tangible contributions to emancipating 
Japanese and East Asian homeless by contributing valuable information on programs of 
assistance in policy-related discourses ranging from academia to central and local 
authorities responsible for local governance 
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１．研究開始当初の背景 

下記の研究の方法の項で載せている図式に

も描いているように、本研究チームは一連のホ

ームレス支援調査を 2001 年度から始めてきた。

日本をベースにしつつ、2 度の海外科研で東ア

ジア、とくに、韓国、香港、台北の諸地域におけ

るホームレス支援との比較調査研究を行ってき

た。別途予算で日本のホームレス支援の調査も

おこなっていたが、本科研は、本格的に日本の

ホームレス支援の第 2 段階にアプローチするも

のであった。要するにホームレス支援の現場に

おいて、脱ホームレス支援の中間施設や、普通

アパートを利用した地域居住へと急速にその支

援の拡がりが見えてきたのである。こうした支援

の拡がりの実態を迅速に把握してゆくという緊要

の研究要請が、現場から、あるいはアカデミズム

から起こり、もともと学際的に行っていた広領域

型の研究チームであったので、実践的に対応し

なければならないという意識を強く持っていた。

その結実が本研究プログラムの申請であった。 

 

２．研究の目的 

(1) 日本のホームレス問題とは、あると信じられ

ていた社会のセイフティネットのほころびや落と

し穴が、1990 年代になって露呈されたものであ

った。アカデミズムにおいても当該問題を、きっ

ちりとメカニズムの解明にまで踏み込んだ研究

が今までなされなかったことは、当該問題に対

する迅速な対応を鈍らせた感があった。こうした

アカデミズム状況を打破するカウンターアクショ

ンとして本研究は企画された。 

(2) 研究の主目的は、生活の最後の砦としての

中間施設の現代的意義付け、将来的な政策支

援のあり方、そして歴史的な福祉・居住施策との

連関を念頭にした、将来的な政策支援のあり方

の構築、そして地域でのそうした施設や、利用

者の生活の定着をいかに支援してゆくかの仕組

み作りなどを、全国の支援組織や支援システム

の調査を通じて、明らかにすることにあった。 

(3) 同時に、ここ数年、本研究集団はこの問題を

照射し、社会に訴えてゆく研究をおこなってきた

が、このプロジェクトはこうした今までの営為を、

ひとつの研究グループにまとめて、より効果的、

実践的に、政策支援的にそして理論的にも、ホ

ームレスの社会的包摂をめざした支援体系の構

築をさらに大々的にはかってゆくことをめざして

いた。 

 

３．研究の方法 

(1) 研究の方法は右表のように調査チーム、分

析チーム、ネットワーク形成チームの大きく 3 つ

にわけて構成した。もともとは②の研究会にて大

規模調査を開始したが、対象は、ホームレス支

援団体が主となった。全国の支援団体がその調

査対象となり、このときに築き上げた関係が、後

の、①の支援団体からなる NPO の設立につな

がった。 

(2) ホームレス支援は下図にもみられる通り、パ

ーソナルサービスから福祉サービス、居住支援

サービス、生活支援サービス実に多岐にわたっ

ている。そのために上述の全国総合調査とは別

途に、ハウジングイニシャティブ研究会、居住サ

ポート研究会、よりそいネット大阪研究会（刑余

者）を相次いでこしらえ、それぞれ、中間施設と

しての宿泊所や保護施設での聞き取り調査、あ

るいは地域の普通住宅での生活継続を支援す

る支援団体への聞き取りをおこなった。下図で

は、朱筆の点線で囲った部分にあたり、なにしろ

前例がない現象であり、他ファンドも獲得するこ

とによって、集中的にかつ、状況の移り変わりが

激しいことによる分析結果の「賞味期限」の短い
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この現象に対する知見を、迅速に提供してき

た。 

(3) 分析チームについては、都市研究プラザの

若手研究員の力を借りることになったし、またこう

した若い力が、支援のネットワーク形成や地域で

の理解を得るために大きな力を発揮した。そうし

た意義あるタスクに対しても、社会に発信できる

目立った貢献を得ることができ、新たな二つのＮ

ＰＯが、現場プラザを拠点にしながら活動を始め

るにいたった。ネットワークにもとづく人材の養成

がもっとももとめられているところであり、まさしく

弁場プラザは社会実験道場となり、こうした若い

人材が、果敢に挑戦するような仕掛けも埋め込

むことができた。まさしくアクションリサーチを唱

道していることになる。今後のこうした仕掛けが、

ホームレス支援のみならず、大きく社会に大学

が目に見える形で、実践的な貢献ができる土壌

もつくった。 

(4) これらの動きはネットワーク形成にも大きく係

ることであるが、⑪の釜ヶ崎のまち再生フォーラ

ムが、都市研究プラザ西成プラザの最強のパー

トナーとなり、こちらからホームレス支援の世界に

若い人材を送り込むとともに、新しい社会との出

会いを提供してくるようなメカニズムをこしらえ

た。 

 

 

４．研究成果 

(1) 論文発表においては、後掲するように多くの

成果があがっていると自負できる。もともと東アジ

アとの比較の視座を有したホームレス支援研究

であり、その長年の関係形成のなかで、香港、ソ

ウル、台北との相互の研究発表や調査も引き続

き進み、相対的に英語による発信が多かったこ

とはたいへん意義あることであった。またその一

部はメジャーな英語雑誌にも受理、刊行され、ホ

ームレス支援が、インナーシティの再生の新しい

モデルになることを、世界的にも明らかにしたも

のであった。 

(2) ホームレス支援の新段階である中間施設の

支援や、地域に移行後の普通住宅での生活支

援は、先行研究が極めて乏しかったので、その

観点からすると、さまざまな媒体をつかって、図

抜けて多くの発信をしたと評価できる。本科研に

おいては、とくに中間施設として代表的な日本

の無料低額宿泊所のさまざまな活動の実態にい

ち早くアプローチし、セイフティネットに果たす役

割を、確かな知でもって伝え始めたことは、たい

へん重要な貢献であったと評価できる。 

(3) また本科研の調査実施期間中に、新たなホ

ムレスとしてのネットカフェ難民、ワーキングプア、

そして派遣切り問題に直面した。こうした現象に

関しては、すでに本調査チームは、広義のホー

ムレスの定義を採用すべきことを、調査体験や

分析から精力的に述べてきたが、まさしくそうし

た努力が迅速に政策メニュー化されたことに、

我々の貢献が無ではなかったことを証明したと

いえる。とともに、上図における、いちばん左の

○部分への調査の取りかかりが、今後至急に望

まれることも、確認されたと言える。 

(4) こうした活発な発信は、社会のセイフティネッ

トを考える上でのたいへん重要なものであり、そ

のあつい調査チームの思いが、雑誌「ホームレ

スと社会」の発刊につながり、それまでの雑誌の

shelter-less の休刊を見事に補ったと言える。こ

れは学術雑誌としてのジャンルも用意したので、

今後この業界におけるフラッグシップ的な学術

雑誌ともなると期待される。 

(5) ネットワーク形成を通じた社会への当該問題

の認識の浸透とアクションの醸成という観点から、

いくつかの NPO の設立にいたったことはたいへ

ん喜ばしいことであり、特にホームレス支援全国

ネットワークの設立は、本科研のバックアップが

大きな力となったことは紛れもない事実となって

いる。そして本科研チームが、この NPO のシンク

タンク、ブレーン的な存在となり、多くの調査や

シンポジウムの開催を牽引している。 
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